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第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
民
間
事
業
者
の
責
務
）

第
六
条
の
二

民
間
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
そ
の
事
業
活
動
に
関
し
、
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
と

積
極
的
に
連
携
し
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
中
「
事
業
者
」
を
「
民
間
事
業
者
」
に
、「
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
」を「
科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
」
に
、「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推

進
」
を
「
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
」
に
改
め
、「
財
政
上
」
の
下
に
「
、
税
制
上
」
を
加
え
る
。

第
二
章
第
一
節
の
節
名
中
「
向
上
」
の
下
に
「
及
び
人
材
の
育
成
」
を
加
え
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
向
上
等
」
を
「
向
上
」
に
改
め
、
同
条
中「
及
び
卓
越
し
た
研
究
者
等
の
育
成
」を
削
り
、「
か

ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
、「
活
用
等
に
よ
る
」
を
「
活
用
、
大
学
等
の
教
育
研
究
施
設
等
の
充
実
そ
の
他
の
」
に
、「
と

と
も
に
、
先
導
的
な
科
学
技
術
に
関
す
る
教
育
へ
の
支
援
そ
の
他
の
卓
越
し
た
研
究
者
等
の
育
成
」
を
「
た
め
」
に
改

め
る
。

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
卓
越
し
た
研
究
者
等
の
育
成
等
）

第
十
条

国
は
、
多
様
な
人
材
の
活
用
に
よ
る
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
事
項
に
関
し
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

先
導
的
な
科
学
技
術
に
関
す
る
教
育
へ
の
支
援
そ
の
他
の
卓
越
し
た
研
究
者
等
の
育
成
を
図
る
こ
と
。

二

研
究
者
等
が
研
究
開
発
の
内
容
及
び
成
果
の
有
用
性
等
に
関
す
る
説
明
を
行
う
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

三

研
究
開
発
の
成
果
を
活
用
し
て
起
業
を
行
う
人
材
、
多
様
か
つ
大
量
の
情
報
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
活
用
に
係

る
専
門
的
な
知
識
又
は
技
術
を
有
す
る
人
材
そ
の
他
の
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
必
要
な

能
力
を
有
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
。

四

科
学
技
術
経
営
（
研
究
開
発
の
成
果
を
資
金
、
設
備
そ
の
他
の
資
源
と
組
み
合
わ
せ
て
有
効
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
将
来
の
活
用
の
内
容
を
展
望
し
て
研
究
開
発
を
計
画
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
い
う
。）そ
の
他
の
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
の
た
め
の
経
営
に
関
す
る
教
育
の
振
興
及
び
知
識
の
習
得
の
促
進
を
図
る

こ
と
。

五

研
究
開
発
能
力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
研
究
開
発
等
に
係
る
企
画
立
案
、
資
金
の
確
保
並
び
に
知
的
財
産
権
の

取
得
及
び
活
用
そ
の
他
の
研
究
開
発
等
に
係
る
運
営
及
び
管
理
に
係
る
業
務
に
関
し
、
専
門
的
な
知
識
及
び
能
力

を
有
す
る
人
材
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

２

国
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
事
項
に
関
し
実
践
的
な
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
か
ら
の

講
師
の
派
遣
そ
の
他
の
民
間
事
業
者
と
当
該
取
組
を
行
う
機
関
と
の
連
携
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
の
二
及
び
第
十
条
の
三
を
削
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
、「
事
業
者
」
を
「
民
間
事
業
者
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
事

業
者
」
を
「
民
間
事
業
者
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
若
年
者
で
あ
る
研
究
者
の
雇
用
の
安
定
等
）

第
十
二
条
の
二

国
は
、
卓
越
し
た
研
究
者
の
確
保
が
将
来
に
わ
た
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
に
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
に
鑑
み
、
若
年
者
で
あ
る
研
究
者
を
自
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
雇
用
の
安
定
等
に
資
す
る
た
め

に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
は
、
若
年
者
で
あ
る
研
究
者
の
育
成
が
研
究
開
発
能
力
の
強
化
に
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
研
究
者
が
、
そ
の
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
知
識
及
び
能
力
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
人

事
評
価
（
人
事
管
理
の
基
礎
と
す
る
た
め
に
、
研
究
者
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
発
揮
し
た
能
力
及
び
挙

げ
た
業
績
を
把
握
し
た
上
で
行
わ
れ
る
勤
務
成
績
の
評
価
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
機
能
の

充
実
強
化
、人
事
評
価
の
結
果
に
応
じ
た
適
切
な
処
遇
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
「
事
業
者
」
を
「
民
間
事
業
者
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
十
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
十
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
第

二
条
第
十
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
十
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
そ
の
研
究
者
等
が
事
業
者
と
共
に
そ
の
研
究
開
発
の
成
果
の
実
用
化
を
行
う
た
め
の
休
暇
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
、
そ
の
研
究
者
等
が
研
究
開
発
法
人
と
国
立
大
学
法
人
等
と
の
間
で
転
職
を
し
て
い
る
場
合
に
お

け
る
退
職
金
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
在
職
期
間
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
に
お
け
る
在
職
期
間
を
通
算
す
る
こ
と
、

そ
の
研
究
者
等
に
退
職
金
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
分
割
し
て
あ
ら
か
じ
め
毎
年
又
は
毎
月
給
付
す
る
こ
と
そ
の
他

の
研
究
開
発
等
に
係
る
人
事
交
流
の
促
進
の
た
め
の
措
置
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
」
を
「
次
に
掲

げ
る
措
置
そ
の
他
の
研
究
開
発
等
に
係
る
人
事
交
流
の
促
進
の
た
め
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

そ
の
研
究
者
等
が
民
間
事
業
者
と
共
に
そ
の
研
究
開
発
の
成
果
の
実
用
化
を
行
う
た
め
の
休
暇
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
。

二

そ
の
研
究
者
等
が
研
究
開
発
法
人
と
国
立
大
学
法
人
等
と
の
間
で
転
職
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
退
職
金
の

算
定
の
基
礎
と
な
る
在
職
期
間
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
に
お
け
る
在
職
期
間
を
通
算
す
る
こ
と
。

三

そ
の
研
究
者
等
に
退
職
金
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
分
割
し
て
あ
ら
か
じ
め
毎
年
又
は
毎
月
給
付
す
る
こ

と
。

四

ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
（
研
究
者
等
が
複
数
の
研
究
開
発
法
人
、
大
学
等
を
設
置
す
る
者
又
は
民
間
事
業

者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
複
数
の
研
究
開
発
法
人
等
」
と
い
う
。）と
の
間
で
労
働
契
約
を
締
結
す
る
と
と
も

に
、当
該
複
数
の
研
究
開
発
法
人
等
の
間
で
当
該
研
究
者
等
の
出
向
に
関
す
る
協
定
等
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
研
究
者
等
が
当
該
複
数
の
研
究
開
発
法
人
等
に
お
い
て
当
該
協
定
等
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
割
合
で
業
務
に

従
事
す
る
仕
組
み
を
い
う
。）を
活
用
す
る
こ
と
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
次
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
四
条
の
六
第
一
項
第
三
号
」
を
加
え
る
。

第
二
章
第
五
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
六
節

そ
の
他
の
研
究
開
発
等
の
推
進
の
た
め
の
基
盤
の
強
化

（
研
究
開
発
等
の
公
正
性
の
確
保
等
）

第
二
十
四
条
の
二

研
究
者
等
は
、
研
究
開
発
等
の
公
正
性
の
確
保
及
び
研
究
開
発
等
に
係
る
資
金
の
適
正
な
使
用
に

つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
研
究
開
発
等
に
係
る
倫
理
に
関
し
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と

等
を
通
じ
て
、
研
究
開
発
等
の
公
正
か
つ
適
正
な
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

研
究
開
発
機
関
は
、
そ
の
研
究
者
等
が
研
究
開
発
等
に
係
る
倫
理
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
必
要

な
取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
研
究
開
発
等
に
係
る
不
正
行
為
（
資
金
の
不
正
な
使
用
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て

同
じ
。）に
つ
い
て
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
き
適
切
に
対
処
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

国
は
、
研
究
開
発
等
に
係
る
不
正
行
為
が
科
学
技
術
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
損
な
う
と
と
も
に
、
科
学
技
術
の

水
準
の
向
上
を
妨
げ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
防
止
の
た
め
の
体
制
の
強
化
そ
の
他
の
研
究
開
発
等
に
係
る
不
正
行
為

の
防
止
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
の
経
営
能
力
の
強
化
の
推
進
）

第
二
十
四
条
の
三

研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
は
、
そ
の
経
営
能
力
の
強
化
を
図
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
経
営
に

関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
及
び
そ
の
経
営
を
担
う
べ
き
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

国
は
、
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
の
経
営
能
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
そ
の
経
営
に
係
る
体
制
の
整
備
の
支
援

そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
研
究
開
発
施
設
等
の
整
備
）

第
二
十
四
条
の
四

国
は
、
研
究
開
発
能
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
国
、
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
の
研
究
開
発
に

係
る
施
設
及
び
設
備
（
第
三
十
五
条
に
お
い
て
「
研
究
開
発
施
設
等
」
と
い
う
。）、
情
報
処
理
、
情
報
通
信
、
電
磁

的
記
録
の
保
管
等
に
係
る
施
設
及
び
設
備
並
び
に
研
究
材
料
、
計
量
の
標
準
、
科
学
技
術
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の

研
究
開
発
の
推
進
の
た
め
の
知
的
基
盤
を
な
す
も
の
（
同
条
に
お
い
て
「
知
的
基
盤
」
と
い
う
。）を
整
備
す
る
た
め

に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
中
「
国
の
資
金
に
よ
り
行
わ
れ
る
研
究
開
発
に
お
け
る
」
を
削
り
、「
研
究
開
発
で
」
を
「
研
究
開
発
等

で
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
は
、
公
募
型
研
究
開
発
の
更
な
る
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
開
発
等
に
係
る
競
争
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に

研
究
開
発
法
人
、
大
学
等
及
び
民
間
事
業
者
の
研
究
開
発
能
力
の
積
極
的
な
活
用
並
び
に
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推

進
を
図
る
た
め
、
研
究
開
発
等
の
目
的
に
応
じ
、
国
及
び
民
間
事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
を
組
み
合
わ
せ
て
行
わ

れ
る
研
究
開
発
等
の
方
式
、
懸
賞
型
研
究
開
発
方
式
（
公
募
型
研
究
開
発
の
方
式
で
あ
っ
て
、
応
募
者
の
う
ち
特
に

優
れ
た
成
果
を
収
め
た
者
に
賞
金
を
交
付
す
る
も
の
を
い
う
。）そ
の
他
の
研
究
開
発
等
の
方
式
の
適
切
な
活
用
に
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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